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第 61回 研 究 部 員 会 議 議 事 録
1974年 2月27日,28日
於 基 研 小 講 義 室
議長団 ･ 大 槻 昭一郎
河原林 研





そ の 他 オブザーバー 13名
うち研究計画提案説明 10名
1.議 長 団 報 告
































2.基 研 報 告
牧 o ア トム型研究員として次の方々が来られた｡
安 藤 富士夫 (東大 核研 )
渡 辺 幸 勇 (名大 理 )







- (東大 教養 )
- (東大 理 )
- (電波研究所 )
美 (東北大 理 )
典 (岐阜大教育 )
博 (福島大 理 )
渡 辺 幸 勇 (名大 理 )
白 石 雅 博 (東工大理工 )
江 夏 弘 (立命大 理 )
井 町 昌 弘 (九大 理 )
















川 畑 有 郷 氏
岩 崎 洋 一 氏
佐 藤 文 隆 氏











○ 運営委員会が11月2日と2月 9日に所長問題について議論した｡ 11月 2
日には従来通 りの教授公募をし,それで選ばれた分も含めて次期所長を選ぶ





o 内部昇格の際の任期については1961年 2月 22日の運営委員会決定が素
粒子論Ql:ループ事務局報 (広大理論研 ｢プ｣Na9 1961年 3月 10日)
についてのっている｡それによると基研所員が内部昇格 した場合には,


























堀 尚 - (金沢大 理 )
服 部 敏 彦 (徳島大教養 )
松 岡 武 夫 (名大 理 )
阿 部 恭 久 (北大 〝 )
山 村 正 俊 (京大 〝 )
益ー川 敏 英(京大
末 向 昌 太 (阪甫大
河 合 光 路 (東工大
上 村 正 康 (九大
? ? ?? ? ? ?? ? ?ー ? ???
内 山 龍 雄 (阪大 〝 )
以上 10名
次点 1.並 木 美喜雄 (早大理工 )
書2.池 田 清 美 (新潟大理 )
3.原 康 夫 (東教大〝)
池田氏と原氏は同得票数だったの
物 性 関 係
山 田 鋳 二 (岐阜大教養 )
守 谷 亨 (東大物性研 )
森 肇 (九大 理 )
三 輪 浩 (阪大 / )
長 岡 洋 介 (名大 〝 )
以上 5名
**
次点 1.堀 淳 一 (北大 理 )










昭和 48年度 (学坂の共同利用研究所用枠 )






Ⅴ..Heine (真空科学と固体表面国際会議坦席 ) 3月下旬
D.M.NeⅦlS ( 〝 ) 〝/
昭和 49年度 財 源
N.N.Bogolubov(jr) % 二 % 学 振
Ngec-Pang chang % ～ 7月 w





















































素粒子関係 (座長 古井伸哉,菅野礼司 )
原子核関係 (座長 坂東弘治 )





(昭和 4-8年度追加研究計画分 を含む )
研究部員会議等
自 由 研 究 費
旅 費 付 談 話 会














昭和 49年度共同利用校費 ････ ･ ･･-･-7･--. ･- 210万円
前期決定分 210万円×% -140万円












菅 野 (素粒子関係 )
○ いくっか関連ある計画があるが,計画が出てきたあとで機械的に調整する事
には問題がある.同じ時期に行なえるものは tiehp して開くことを考えた｡




○ モレキュール4の ｢スケー リンゲの破れと-･--｣は48年度追加 と49年
度前期あわせて10万円と考えたQ内容時期共に適当ということだった｡
○ 追加 4の ｢ニュー トリノ｣は Reines氏 が来られている良い機会でもあり認
められたが額は少し削る｡
○ 長期 2.｢素粒子反応とUrbaryon｣は発展が必要であるとして認める｡











○ 長期 4の ｢α的4体相関｣は特に問題はない｡
o モレキュール3.｢3体問題｣は昨年より焦点がし_ぼられている｡
参加者名簿を明らかにしてもらった適当な計画だということだった｡
○ モレキュール④ ｢素励起｣と⑦ ｢4体力｣は共に目的がはっきりしている3
体力は北海道の人が多いので旅費は多めにした｡






























































上 田 モレキュー/レ②の ｢融解凝図 - - ･-,｣は49年度の科研費を申請している
ので,それが通れば一部分なり,全額な りーぉ返しできる｡
田中一 夏の学校の意義は認めるが,具体的計画内容が充分説明されていない｡






















牧 昨日(1974年 2月27日夕刻 )の運営委員会で,佐藤文隆氏を含めた4月
以降の現職教授 4名の中から次期所長候補者を選考した｡出席者 13名 (欠席








異 議 な し
9.助教授公募について
牧 佐藤助教授が4月1日付で教授に昇任するので,そのあとのポス ト(助教授 )
の補充方法について議論していただきたい｡


































































































小 沼 ･ 重任よりαの allowanceを考えた方かよいだろう｡本人の努力とまわりの


































山 口 大学院からの研究者の inと定年や他分野-の進出によるoutの flow の
balanceはどうなっているか｡


















































































大 槻 これは結論を急 ぐ(6月迄 )ととなので,京都付近の研究部員と所員 ぐらい
の範囲でもう少しうめていただくことはできないか｡
古 井 理想 と現実の間のむづかしい問題を基研がしょっていくことになる｡現実処/
理の良い案を出すべきだ｡


















































(InternationalSymposium on ClusterStructure inNucleiandHeavy-
Ion Reaction)













② 主催 ; 核研 (形式上は組織委員会 )
共催申し入れ ; 核物理センター,基研 (正式申し入れは後日文書で )
理論的研究は基研の計画として進められてきた研究が重要な部分と
･なるので研究内容で関連は強い,
協力申し入れ ; 原研,理研 (積極的に考えてくれている｡)
-162-
資 料
③ 規模 ; 国内から100人以下 (むしろ50人に近い線で )








④ 時期 ; 来年 1月下旬又は2月下旬又は3月下旬
4月の核理怨の討議を経て Istcircularを出す予定o
⑤ 場所 ; 核研を予定
⑥ 組織･運営
i)組織委員会 --･･衷外的責任をもつ





























荒 木 どの位のペースでやればい だゝろうか｡





























考え方がどうかを問題 として取 り上げてやっている｡4月の総会には問題 と
してとり上げることが考えられる｡






















さんもご承知の通 りである｡今年度,個人 25%O,機関 50%の値上げをL









① 藤本陽一他-- -超高エネルギー実験 とその分析 (73年度 )
② 矢島信男 ･谷田俊弥 --I-非線型波動方程式 (74年度 )
③ 丸森寿夫他 --- ElementaryEXcitation (74年度 )
④ 田中-他 ---･ ･--核力と核子多体系 (.74年度 )
サプルメンは, 日本人が中心 となって研究された成果 をまとめて出す ものな
ので,発表 したい希望の方は編集員を通 じて申し出ていただきたい｡又,サ
プルメン トには,研究会報告も載せることになっているが,かって森田 (正)
さんなどが出 して下さったくらいであまり実行 されていないdそ うい うこと
ができるとい うこともおぼえておいて検討していただきたい｡
玉 垣 プログレスは最近の号を見ていた ゞくとおわか りの通 り紙が変っている｡用




湯 川 国庫補助が実現 しなければ,値上げか雑誌の性格 を変えるか,ページ数 を半














位 田 基研 ･数研合同の宿舎委員会が先日もたれた｡その席上,数研側から,現在
の定員 24名中定員をこえる宿泊希望者がある場合の基研 17対数研 7の割







牧 歴史を説明すると, 17対 7となったいきさっはもともと白川学舎は湯川財
団のものだった｡その土地と建物を寄附して新しく建った｡建設にあたっては,
設計,近隣と住民との折衝等基研が面倒をみた｡白川学舎当時定員 13名だ












松 本 トップ会談で決った線でやってほしい｡長期的に話 し合ってほしい｡ 2段ベ
ッドにして収容力を増やすことも長期的には考えてもよいのではないだろう
か｡












議 長 牧 二 郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,中嶋貞雄,久保亮五,山口姦夫,金森順次郎,小川修
三,高木修二,松田博嗣,町田 茂,玉垣良三,位田正邦,川崎恭治
欠席者 大貫義郎 (外国出張中 ),松原武生
議 題 教授選考
自薦,他薦について慎重に審議した結果,佐藤文隆氏 (基研)が選ばれた｡ A



















議 長 牧 二 郎
出席者 湯川秀樹,田中 -,中嶋貞雄,久保亮五,山口姦夫,金森順次郎,小川修
三,高木修二,松田博嗣,町田 茂,玉垣良三,位田正邦,川崎恭治
欠席者 大貫義郎 (外国出張中 ),松原武生
議 題 教授選考
自薦,他薦について慎重に審議した結果,佐藤文隆氏 (基研)が選ばれた｡ A


















議 長 牧 二 郎
出席者 t 湯川秀樹,田中 -,中嶋貞雄,久保亮五,山口嘉夫,小川修三,高木修二,
松田博嗣,町田 茂,玉垣良三.位田正邦,川崎恭治
欠席者 大貫義郎 (外国出張中 ),金森順次郎,松原武生









































































昭和 49年度 については従来通 りいくが,次年度にっいては考えておいてほ
しいといわれているOこの方向にいくと基研の運営委員会の構成 (学内対学
外の比率 )にひび くおそれがある｡ (京大外の人に併任教授 として学内委員
に入ってもらえなくなる｡)
山 口 核研では併任の発令には空きポス トが必要だった｡
町 田 京大は理学部は空きポストが必要だが,附属施設ではポス トがなくてもよい
久 保 空きポス トが必要だという規則はなく,教授会の policyで決っている｡


















- 承 認 -
4.昭和49年度前期アトム型研究員決定
以下の方々が認められた｡
滞在時期 (本人の希望 ) 予算 (決定 )
相 沢 洋 二 (北大 薬)
●平衡から十分離れた系の熱力学
4月-6月 2.5ケ月
高 田 客土夫 (東工大 理 ) 4月上旬-5月上旬 1ケ月
複合粒子の散乱とReggc1)ole仮説
倉 本 義 夫 (東大 理 M2) 10月 20日-
多 体 問 題









仁 木 清 (東大 教養 Dl) 5月 1ケ月
動的臨界現象
出張型
坂 東 昌 子 (京大 理,受入れ先 金沢大 理 ) 5月一6月 半月づつ2回





牧 情報センター構想をくりこみたい｡ (研究部員会議議題 11参照 )
(説明)
Kiev との交流については, ｢日ソ間の学者,研究者の交流｣が政府 レべ/レ
でまとめられたこともあ り, Kiev側の体制がととのっていないと考えられ
る面もあるので考えなおす必要がある｡




半分は ドイツ側の負担 とい うことになる｡相互に派遣することを考えたい｡
湯 川 交流先を1ヶ所に限っていると何かの事情でうま くいかないことがあ一る｡め
んどうになるかもしれないがい くつかの相手を考えておいた方がよい｡
久 保 研究情報センターは世界に 1つのセンターがあればよいとい うことはないか｡
田 中 あちこち機能 を分担 してい くとい う考え方が強い｡端末だけとい うわけには
いかないだろうd
久 保 日本のどこかに大きなセ ンターが出来たら吸収 されるのか0
田 中 やれるところにいろいろのセンターをおいて他分野の人にも使えるようにし
たらよいと思 う｡
松 田 こういう仕事はいろんな共同利用研でやられて しかるべきことだと思 う｡支
痔する｡
久 保 imputは分担 してもよいが夫々に computor を置く必要があるのかd
田 中 学術情報の流通を考えなければならなくなったのは,研究者がふえていると
いうことでもある｡こうい う構想は新 しい仕事 を作り出すことでもある｡研
究をしながら情報処理 をするとい う人格を持った人が必要になる｡システム･
アナライザーが必要だ｡












田 中 そ ういう人はあると思 う｡
中 嶋 客員でも何でも人がついて来ないと困る｡














テ マ 世 話 .人 (連絡責任者o) 旅 費決定額(要求額) 校 費要 求 葡 研 究 会 等開 催 予 定 備 考
住)He3 の超流動 黒田養浩ヲ高木 伸 万円1ー7(17) 3月中旬 20日間(3月8-9 ) 参加予定者 約 2()名
(参 スケーリングの破れと′､ドロン構成子の構造 松本賢一9白藤忠彦,田島俊彦 4( 4) 3月中旬 参加者世話人+α研究連絡と研究会を兼ねたものを1回予定者 約 15名㊨ /､ドロン反応 構造論的検討 野田二次男,仲丸信行,木下紀正○ 15 15 4日間






- 世 話 人 (連絡責任%0) 旅 費 . 校 費 研 究 会 等
7- マ (要求嶺 ) (要求俄 ) 開 催 予 定
① 非線型非平衡状闇の統計力学 -桧原武生,森 肇,川崎恭fbD,馴 t恭治,鈴木増錐 万円45(55) 万円AO(60)5∩ 1 1162召
長 ㊥ .素粒子反応とtlrbaryon (⊃ヰ町昌弘,松岡武夫,坂東昌子 37(4()) ( 謂 紐 解 旭 )
:期 ④ 原子接におけるα的4体相関と分子的構造 阿部兼久,池田清美,坂東弘治,堀内軌 上村正康 50(5()) iy1≡芸:潤
;計 ⑥ Jhalityと対称性 秋葉巴也,河原林帆 猪木広濯 松田軌 斉藤武 :!5(45) !19～B2月
@ l｣eptonをProbe~としたHadronの構造 磯 乳 江幡 東'柴崎一郎,堆川亀 二宮正夫牟田泰三 39(50) (;言三三で1芸誓



















短 O 素粒子物理及び原子物理を使った原子梓の研究 藤田大久,冬木正彦,横尾由栓,藤田純｢ 25(28) 0(20)I ｢ ~ ~~ ~~6月-7月 参加予定者 30名 計欝費(関西外 20名 )
･ 究計 ③ Bethe格子 松田博詞,長谷田泰一郎,桂 重俊0 16(16) 5月頃2日間 〝 10名
モレ' ① 数 GeV 領域での強い相互作用 古市進,金田博行,掩辺敬二,広重昇,辻村肇邦 万円12(15) 18(20) 9月頃3-4日間 研究会及び連絡費 .計算費
㊥ 融解在国の分子機構 小川秦,上田頗?市村孝雄,荻田直史倉久和,種村tE賀,樋確保秋,松田博嗣 19(22) 18(2()) 12月 7-8月付 於甥研,計算費
キ_｢卜l ㊥ 三体問題 笹川辰弥9尾立晋樺坂田文彦,栓柳研一?東本利幸,栗山倍,長谷川宗武舎崎信夫 岡本良治,岩崎三郎 中野正博,冬木正彦鈴木徹松本賢-? 自蒔忠彦 田島俊彦 17(2()) 7(10) 7-8月 計算費
′レ壁研究計両 (軒 原子核の素励起とその相互作用@ スケ一.リングの破れとハ ドロンの構成子の構造 12(1-2)6° 7 14(20)25 :日 7月前半 .'3日間 関西外,参加者 9名,計算費随時 (年4回)
⑥ 非平衡状態におけるゆらぎとくりこみ 川崎恭治?山田知司 7( 7)
FJ サブE)メントと3体力 田中-,赤有毒紀,0酒井掛 凱 片山敏之,笠原輝久,相浦順 佐藤将博 古市進,和田正信,下田岸一郎永田忍 板東弘治 玉垣良三 _ 27(:=)) 計算費
小 計 10()(113) 82(101)
Visitnr制 摩 イオン結晶わ色中心の電子,振動状鰭に関する近年の理論的研究 Visitor 小島忠宣,受入れ先 鳥浜大教養 L1.3(J1.3)
そ .仲 物性若手豆の学校 中西一夫,中西修,-田中# (外) 準備佼 東北大 18( 2∩) *･:13:L.(15) 7月下旬-8月上旬･6日間 印 刷 費の ③ 三者 夏 三者センター(京大,素粒子論若手 ) 0 8 上 約1週












































黒田義浩 (東大 ･物性研 )-(連絡責任者 )








内容 :高エネルギー ･大交換運動量 (q2)の非弾性 レプトンーハ ドロン反応でスケー
リング則の成立が示され,そしてそれが自由運動点状構成子の考えで説明されること
が明かにされた段階で,世話人の 1人 (K.M)は,一昨年度の長期研究計画 ｢模型と
構造｣の中で,構成中の拡が りが,スケー リング則の破れをもたらし,又それを通じ
て分解されることを指摘 し,構成子の拡がりが1/(10-20)Gevそしてスケー









































野田二次男 (茨城大 )･仲丸信行 (東京教育大 )･木谷幸平 (相模女大 )･五十
嵐丈二 (名大 )･粟屋かよ子 (名大 )･松岡武夫 (名大 )･東島清 (京大)･植
松恒夫 (京大 )･佐ク木賢(京大 )･宮村修 (阪大)･美谷島実(神戸学院大 )




- F.Reines氏 を囲む会 -
ニュー トリ/は,プロポーザルからすでに43年,実験による確認以来 18年経過
しているが,その間常に物理の最重要な問題の一つでありつづけた｡わが国でも∴秦



















昭和49年度 前 期 研 究 計 画 応 募 一 覧
吹


















2.三 体 問 題
3.原子核の素励起とその相互作用

















































松原武生 (京大 ･埋 )
森 肇 (九大 ･〝)
川崎恭治 (京大 ･基研 ) 〔連絡責任者〕








1 9 7 4年 6月






(1) 我々が今 もっている認識は urbaryonrearrangementという描像が大変有力な武
掛 こなりうるということである｡空間的 ･時間的拡がりが bo-T0-5GeV-1程度の





このよう･な領域 (peripheralregion)において SU(6)或は SU(6k 等の対称
性がある程度の成功をおさめている｡このこ羊は urbaryonが spin÷ をもつかど
か,hadronが urbaryonからどう構成されているかを知る上で重要な点であるが,
これ らの対称性はある程度 しか成 り立っておらず,場合によっては非常に大きく破れ
ている(resonanceの double partialwavedecay寄 )｡しかも非相対論に
基礎 を置 くSU(6)的措像は概念的にも更に深い理解を必要としているd従ってこれら
の対称性の破れの問題 を注意深く調べることが重要な課題になってきている｡




(2mN)- 0･5GeV~1)があってそれより内側の dynamicsは b-boのdynamics
とは質の異るものであることを示唆している｡ここにおいては urbaryonの個数性
がより生の形で現われることは urbayonrearrangementはますます重要な役割を































i)研 究 会 1975年 1月 30名




















- 多 様 性 と 構 造 変 化 -













(2) 分子的構造と殻的構造との転移 (構造変化 )の機構の追究
(3) 複合粒子間相互作用の研究

















































堀内 殖 (京 大 )-･ ･ -連絡責任者
上村正康 (九 大 )
5.素 粒 子 の 模 型 と 構 造
<提案要旨>









第三に,ハ ドロンの諸性質 (レベル構造,高エネルギー反応の特徴 )をサブ ･ハ ドロ
ニックな素粒子構造とのつながりで理解するための理論的及び現象論的な手がかりが豊
富にな?てきたこと｡ ハ ドロンの分類に関しては,光円錐カイラル代数の方法 (位田氏




この領域の相互作用の機構 を新 しい長さの量 (彩2GeV~1) によって特徴づけようとす
る考え方 も生れている_｡
第三に, (上記第-の問題 と関連して )基本構成子系の相互作用の構造を,場の量子
論の立場から解明する研究が進んできたこと｡とくに,非可換ゲージ場の理論を媒介場
(ウィーク･ボゾン,グルーオンな ど )の モデルとす る方向が有望視 されてきたこ







世 話 人 会 (5月 ごろ,拡大世話人会の準備など)
拡大世話入会 (7月 9月の間に一回,研究会後にできれば二回目を行ないたい )
研 話 会 (11月-1月の間に一回,約 40名 )
世 話 人
益川敏英,松本賢一,二宮勘輔,牧 二郎























を1回 (夏 )と, openな 30名程度の研究会 1回 (秋 )を行いたい｡今年度は無理だ
が将来プログレス,サブ/レメントも考えたい｡
固相 ･固相転移や液晶諸相間の転移 も含め,融解現象をより立体的に把えて ｢配位相
転移の研究｣として長期計画を提案する｡
絹案者 ･世話人
知達三樹 (教授大光研 ), 樋渡操秋 (金 沢 大理 )
吉田 健 (九 大 理 ), 蔵本由紀 (九 大 理 )
上田 顕 (京 大 工 ), 小川 泰 (京 大 理 )
-191-
資料 2






















秋葉巴也 (東北大理 ),河原林 研 (東大教養 ),猪木慶治 (東大埋 ),松 田 哲





















場との相互作用をゲージ不変に扱かう方法であ り,並木 ･斉藤はグ リー ン関数の一般
論による一般式 をつ くり,ウルバ リオンの質量の逆巾展開の最初の近似だけのこすと










年度は,以上の結果を吟味しながら,散乱 (石田 ･男沢 ), inclusivereactionお




並木美喜雄,町田 茂 (連絡責任者 ),石田 晋
開催時期および規模
7 月 頃 拡大世話人会 (参加者約 15人 )
秋または冬 研究会 (参加者は公募 旅費必要者 15-20人 )
9.LeptonをProt治としたHadronの構造の研究





子又は光 )が話題となった｡ deep inelastic領域での Pomeron,Compton散乱の






チ (quark,urbaryon)から理解 しようとする試み, deepinelastic e-p での
scalingの破れ, e+e一消滅に見られる hadron crosssectionの異常ともい
えやエネルギー依存性の問題等と新しい観点と事実から熱心に討論された｡参加者も
九州から仙台までの地域からの人々を含み,討論も活発であったQ 然 し,例えば ep




(特に e+e~, 〃N,yN関係 )にとって,重要な年 となることが予想されるので,~








第 1回 :1974年 6月又は7月初に3日
参加人員 10名
第 2回 :1974年 10月又は11月に3日
参加人員 30名
3,提案者,世話人
磯親 (東工大 ),江幡 武 (東北大 ),柴崎一郎 (敏育大 ),牡川章(大阪市大)
二宮正夫 (名大 ),牟田泰三 (基研 )
10.高エネルギーにおける多重粒子発生
過去2年間我々は,大体次にあげる様なテーマをめぐって研究会を続けて来ました｡





その間 CERN-ISRやNAL での実験が進み, largekTの Component及び tri-
plepomeron Coupling等,従来のェネルギー領域 (PL≦30GeV/C)とは果つ















約50名 (昨年は 49名 )
世 話 人
木下紀正 (九大理 ),大場一郎 (早大理工 ),高橋嘉右 (高工研 ),野田二次男
(茨城大理 ),酒井 淳 (教育大理)
提案説明者
野田二次男





















6月-7月 参加者 約 25名
3.世 話 人












問題も含めて全体の枠組の中で更に詳 しい検討をする必要がある｡ また, 7TK散乱の
phaseshiftの振舞も最近明らかになり,これは 7r7E散乱の inelasticprocess(7E打
-KK についてこれまで現象論的に考慮して来た)の一つと密接な関係にあり,これま
での我々の枠組の中で当然考慮に入れるべきものである｡また pionの form factor




















これは crorsbondを持つ系でとけた殆んど唯一の例である｡ quenched random
Bethe格子を扱う新しい方法も展開されつつあり特に強磁性と反強磁性の random
mixtureは siteproblemとbondproblem とで drasticな差 を生ずることが明
かにされ実験との対応も興味がある｡ 集団遺伝学, percolation problem -の応
用なども興味ある問題である｡この時期にあた りBethelatticeについて今まで正確に
分ったことの総括を行い問題点を整理して将来の展望を試みたい｡
世 話 人 松田博嗣,長谷田泰一郎,桂 重俊
研究会葵施時期 5月頃, 2日間 於基研
参 加 者 約 10名
4.弱 い 相 互 作 用
最近高エネルギー ･ニュー トリノ実験による甲性 カレン トの存在を示唆する報告がな












の問題 :(i)弱い相互作用の構造から示唆 される素粒子の新しい自由度の問題 (Niu ev-






時 期 1974年 8月 (一回)

















1)上記 3個の量は特定の密度 を境として特徴的変化を示 し,とくに流動相では分子
運動に気ー相的特徴 と液相的特徴をもった状態に明瞭にわかれる｡この特徴は剛体球モデ
ルにはみ られず･ sofトcore_model特有のものと考えられる｡
2) 自己拡散係数の密度,温度依存性 を実験 と比較 した結果,不活性気体のそれを
















































以上の多体相関 (多準粒子相関 etc.) を記述する系統的な近似法の建設を課題 として
あげた｡特に焦点として以下の仕事が参加者によってなされっっある0





















0校柳研一 (京大理 ) ○連絡及び提案1
参 加 者
泉本 利章 (核研 ) 岩崎 三郎 (九大理 )
栗山 惇 (九大理 ) 中野 正博 ( 〝 )
長谷川宗武 (福岡歯大 ) 冬木 正彦 (一京大理 )
､金崎 信夫 ( 〝 ) 鈴木 徹 ( 〝 )
岡本 良治 (九大理 )


















成子描像の力学的根拠とそれとスケー リング則の成立性 との関係の検討 もあわせ進めた
レヽ｡
予 定一 研究会 1回(1974年度の適切な時期 )及び研究連絡
世 話 人












世話人及び提案説明者P 川崎恭治○ (基研 ),山田知司 (九大工 )
参加者の予定数 2 人




6.サ プ リ メ ン トと 3体 力
i.過去 2年間モ レキューJL,と短期研究会の形で核力に基 く核子多体系の研究を進め
てきた｡ その結果,当初 目標 としたい くっかの結論を得ることができた｡①すなわ
ち,核子の 2体相関をとり入れて, TrialFunctionを物理的 に構成 した変分法
が,3Hに対して今までの多くの変分計算に代 りうるものであることがわかった｡②
中 この結果はそのままa粒子の基底状態 と励起状態に適用 しうることがわか り,その
結合エネルギー,F.F.を導 くことができた｡③ 3体力の効果について評価 し,α









詳 しく検討するとともに, 3体力に基づ く,効果的な2体力についても調べること
にする｡,
参 加 者
田中 - (北大理 ),片山敏之 (北大理 ),樋痛 順 (岩手大教養 ),下田屋一朗
(福井大工 ),坂東弘治 (福井大工 ),赤石義紀 (北大理 ),笠原輝久 (北大理 工
古市 進 (立大理 ),永田 忍 (京大理 ),玉垣良三 (京大理 ),酒井源樹 (北大
埋 ),佐藤将博 (札幌短大 ),和田正信 (日大理工 )
連絡責任者
060 札幌市北区北 10条西8丁 目





研 究 会 (3体力とサプリメン トの全体での検討 )
研 絡 (サプリメント作成のため )
計 算
3核子系の変分計算





3, 4核子系の chargeform factor
Visitor制 度
1.イオン結晶の色中心の電子 ･振動状態に関する近年の理論的研究
1. Visitor 東北大学理学部物理学教室 小 島 思 量 氏
2.期 間 昭和 49年 4月上旬の7日間
3.申 請 者 鳥取大学教養離物理 原 稔
同 山 口 佐
4.申請理由
私共両人はそれぞれイオン結晶の色中心の実験 (′レビデュームノ､ライ ドのAg一中



































開 催 場 所 野 沢 温 泉 村
参 加予定 者数 約 380名
世話人および提案説明者
中西一夫 (東北大 ･理 ･物理 ･D2) 沢田安樹 (東北大 ･理 ･物理 ･Dl)
中西 修 (酉北大 ･金研 Dl) 土井佳子 ( // Dl)
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小林立雄 (東北大 ･理 ･物理 ･Dl) 石川義和 (東北大 ･理 ･物理 ･D2)
池田 進 ( 〝 Dl) 田中 寛 ( 〝 M2)
浦田信夫 ( ′ Dl) 連絡責任者 ･提案説明者
遠藤光広 ( 〝 M2) 成田 章( ′ Ml)






















夏の学校関催予定時期 :8月上旬 約 1週間




｢素 粒 子 論 の 現 状 と課 題 ｣
主 旨 49年度前期研究計画についての素粒子 informal.meetingにおける議
論で,次の二点が大勢を占めた｡
① 研究計画 を提出したグループはそ.iLぞれの独 自性 と歴史を持 ってお り,前期研究
計画の決定にあたってこれ らの計画は尊重されるべきこと｡
@ 他方素粒子研究の現状はそれぞれの研究 グループが共通した課題に接近 しつつあ
り, これまでの研究会とは性格を異にした研究計画の必要性 を認識したo
そこで素粒子論の現状 と課題について種々な観点を組合的に把握するため,研究部

























初校を直 しますと,半分 ぐらいの誤 りが,原稿の方の責任であることに気付きます｡
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